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注 意 事 項

１．試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

２．解答はすべて別紙解答用紙に記入しなさい。

３．解答用紙は�枚です。

４．問題番号の印刷してある解答用紙に解答しなさい。

５．各解答用紙には，受験番号を記入する欄がそれぞれ�箇所あります。すべて

記入しなさい。

６．試験終了後，問題冊子は持ち帰りなさい。

◇Ｍ３（０８８―８５）



� 条件

x≧�，y≧�，x２＋ y２≦２０２５，x≧�y

をすべて満たす整数の組（x，y）は何組あるか答えよ。なお，必要に応じて下表

を用いよ。

n n２ n n２

１１ １２１ １９ ３６１

１２ １４４ ２０ ４００

１３ １６９ ２１ ４４１

１４ １９６ ４１ １６８１

１５ ２２５ ４２ １７６４

１６ ２５６ ４３ １８４９

１７ ２８９ ４４ １９３６

１８ ３２４ ４５ ２０２５

― １ ― ◇Ｍ３（０８８―８６）



� 以下の問いに答えよ。

問 １ 実数 x，yに対し，不等式

�x�＋�y�≧�x＋ y�

が成り立つことを示せ。また，等号が成り立つ条件を求めよ。

問 ２ nを�以上の自然数とする。n個の実数 x１，x２，……，xnに対し，不等式

�x１�＋�x２�＋……＋�xn�≧�x１＋ x２＋……＋ xn�

が成り立つことを，数学的帰納法を用いて示せ。なお，等号が成り立つ条件

は答えなくてよい。

― ２ ― ◇Ｍ３（０８８―８７）



� 正の実数 xに対し，zは

z２＝ x＋ i

を満たす複素数とする。zの偏角を θとするとき，以下の問いに答えよ。ただ

し，iは虚数単位を表す。

問 １ θ＝ π

� のとき，xの値を求めよ。

問 ２ x＝��のとき，θの値を�≦ θ＜�πの範囲ですべて求めよ。

問 ３ 実数 xが

�
��

≦ x＜��

を満たすとき，θのとりうる値の範囲を求めよ。ただし，�≦ θ＜�πとす

る。

― ３ ― ◇Ｍ３（０８８―８８）



� pを正の実数とする。x＞�において

y＝ p
xp

と表される曲線を Cとするとき，以下の問いに答えよ。

問 １ 曲線 C上の点（�，p）における接線の方程式を求めよ。また，この接線が

x軸と交わる点を（ s，�）とするとき，sを pの式で表せ。

問 ２ 問�の sに対して，積分

S（p）＝ �
�

� p
xp
dx

を pのみを用いた式で表せ。

問 ３ 極限

���
���

S（p）

を求めよ。ただし，自然対数の底 eが，

e＝ ���
���

�
��＋

�
x
�
�
x

で与えられることを用いてよい。

― ４ ― ◇Ｍ３（０８８―８９）



� x＞�で定義された連続関数

f（x）＝（�－ x）log x，g（x）＝ f′（x）

について，以下の問いに答えよ。

問 １ g′（x）＜�であることを示せ。

問 ２ 方程式 g（x）＝�はただ�つの解 x＝ αをもち，�＜ α＜�であることを

示せ。

問 ３ 曲線 y＝ f（x）と x軸によって囲まれた部分の面積を求めよ。

― ５ ― ◇Ｍ３（０８８―９０）


